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明治6年に開設された大阪府営住吉公園は、2023年に
開設150年を迎えます。「住吉公園 歴史探訪」では、住
吉公園150年記念事業として住吉公園の歴史をたど
り、開設当初からどのように利用され、どのような変遷を
遂げてきたか、悠久の歴史に想いを馳せてみたいと思い
ます。
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で
八
月
一
日
か
ら
適
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。ど

う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、施
設
内

容
が
で
き
あ
が
る
ま
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ

と
で
す
。で
き
あ
が
っ
た
物
を
見
て
み
た
ら
、

有
料
施
設
と
し
て
の
取
り
扱
い
が
必
要
で
、

急
き
ょ
条
例
を
上
程
し
、施
行
日
を
さ
か
の

ぼ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。こ
の

こ
と
か
ら
、大
阪
府
は
整
備
の
当
事
者
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、メ
リ
ー
パ
ー
ク
と
い
う
遊
戯
場
の

名
称
は
、当
時
の
日
本
人
に
は
思
い
つ
か
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。直
訳
す
れ
ば
、

〝
楽
し
い
公
園
〞、〝
愉
快
な
遊
び
場
〞と
な
り

ま
す
。も
う
一つ
メ
リ
ー
ロ
ー
ド
と
い
う
遊
具

が
あ
り
ま
す
が
、〝
愉
快
な
道
〞の
訳
で
は
な

か
な
か
内
容
が
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

　

東
京
の
公
園
一一
〇
年（
注
３
）に「
東
板
橋

公
園
は
、終
戦
直
後
、米
駐
留
軍
の
勧
奨
に

よ
っ
て
、付
近
児
童
の
生
活
を
護
る
た
め
に
、

二
十
二
年
度
以
来
経
費
一
〇
〇
万
円
を
以
て

実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。」と
あ
り
、東
京

で
は
米
駐
留
軍
か
ら
の
勧
め
で
、児
童
を
守

る
た
め
の
公
園
整
備
が
昭
和
二
十
二
年
度
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
同
様
の
こ
と
が
大
阪
で
も
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。新
修
大
阪
市
史
第
８
巻（
注
４
）に

「
公
園
事
業
に
つ
い
て
は
敗
戦
後
、児
童
公
園

の
整
備
を
行
っ
て
き
た
が
、昭
和
二
十
七
年

度
か
ら
は
都
市
計
画
事
業
と
し
て
大
阪
城

公
園
・
長
居
公
園
お
よ
び
児
童
公
園
の
本
格

的
な
整
備
に
着
手
し
た
。」と
あ
り
、大
阪
市

で
も
児
童
公
園
の
整
備
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
整
備
方
針
は

終
戦
直
後
に
お
い
て
は
大
阪
市
単
独
で
は
考

え
に
く
い
こ
と
で
す
。そ
こ
に
は
当
然
国
を

通
し
て
米
駐
留
軍
か
ら
の
指
導
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、住
吉
公
園
の
遊
具
内
容
を
見
ま
す

と
、電
気
自
動
車
、電
気
自
轉
車
な
ど
、こ
の

時
代
の
日
本
で
作
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い

も
の
も
あ
り
、恐
ら
く
外
国
か
ら
の
寄
付
等

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
た
だ
、大
阪
府
議
会
の
議
事
録（
注
５
）を
調

べ
て
み
て
も
、連
合
国
軍
総
司
令
官
に
対
す

る
食
糧
放
出
感
謝
並
に
懇
請
、ラ
ラ
救
援
物

資
中
央
委
員
会
に
対
す
る
感
謝
や
、食
糧
や

衣
料
、医
薬
品
等
の
寄
付
に
つ
い
て
の
記
載

が
あ
り
ま
す
が
、遊
具
に
関
し
て
は
寄
付
等

の
具
体
的
な
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
合

し
ま
す
と
、メ
リ
ー
パ
ー

ク
の
整
備
に
対
し
て
、米

駐
留
軍
の
関
与
は
考
え

ら
れ
ま
す
が
、詳
細
は
不

明
と
し
か
言
え
ま
せ
ん
。

　

児
童
遊
戯
場
は
、そ
の

後
大
阪
府
の
失
業
対
策

事
業
で
順
次
整
備
が
進

め
ら
れ
、遊
動
円
木
３
、

ブ
ラ
ン
コ
８
、安
全
ブ
ラ

ン
コ
１
、ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム

１
、遊
動
馬
１０
、鉄
棒
３
、ス
ベ
リ
台
２
、シ
ー

ソ
ー
２
、縄
梯
子
２
、メ
リ
ー
ロ
ー
ド
１
、ま

ま
ご
と
の
家
３
、砂
場
２
、土
山
１
、水
呑
場

１
が
あ
り
、有
料
遊
具
と
し
て
電
気
自
動
車

２
、三
輪
車
２０
、自
転
車
４
、ボ
ー
ト
１１
と
、

二
十
七
年
の
図
面
の
よ
う
な
児
童
遊
戯
場
へ

と
変
化
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
荒
木
美
喜
男
）

図1 岸姫松

図４　昭和２７年頃の住吉公園平面図（一部）
  失業対策事業の整備により完成した児童遊戯場
東側にメリーパークがあり、電気自動車や電気自轉車は１００mのトラックで、ハンドジープ、三輪車、二輪車な
どはトラック内の広場を利用していたと考えられます。メリーロードは昭和３８年の図面ではステップ渡りと表
示されています。高さの異なるステップを渡り歩く遊具で“楽しい道（メリーロード）”のイメージが伝わります。

図3　昭和23年8月31日の航空写真
東西の運動場が再整備されたように見えます。１号
池の西隣には１００ｍトラックが整備され、形が
はっきりと確認できます。住吉区誌では２４年４月か
ら失業対策事業による整備が始まったとの記載が
ありますが、実際には２３年４月から再整備が行わ
れていたと思われます。

図2　昭和23年2月20日の航空写真
全体的に荒廃したように見え、１号池の西隣には１
００mのトラックは見受けられません。

図2 住吉大社前と社前の松林図3 七度浜
住吉如慶 筆『住吉潮干図』阪本龍門文庫所蔵
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１７３
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刊
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史
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史
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大
阪
府
会 

昭
和
三
十
四
年
刊
行
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１２９
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１３１

住
吉
公
園
の
原
風
景
を
彩
る
生
物
た
ち

―

住
吉
の
松
Ⅲ　

住
吉
公
園
を
め
ぐ
る
松
林―

　
そ
の
昔
、い
わ
ゆ
る「

じ
ょ
う
も
ん
か
い
し
ん

縄
文
海
進
」に
よ
っ

て
、河
内
湾
が
生
駒
山
の
山
す
そ
ま
で
広
が

り
、上
町
台
地
が
半
島
と
な
っ
て
い
た
頃
、こ

の
台
地
は
全
面
を
ク
ロ
マ
ツ
林
で
覆
わ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。い
わ
ば
、巨
大
な「
天

橋
立
」の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

　
ク
ロ
マ
ツ
は
、本
誌
１３
号
で
も
紹
介
し
ま

し
た
よ
う
に
、海
浜
に
生
育
し
菌
と
の
共
生

に
よ
り
窒
素
を
得
る
こ
と
で
、他
の
植
物
が

生
育
で
き
な
い
よ
う
な
肥
料
の
な
い
ヤ
セ
地

で
も
大
き
く
な
れ
ま
す
。し
か
し
、そ
の
後

「
や
よ
い
か
い
た
い

弥
生
海
退
」に
よ
っ
て
河
内
湾
は
縮
小
し
、

半
島（
台
地
）の
東
岸
に
は
大
阪
平
野
が
広

が
り
、こ
ち
ら
側
の
林
は
消
失
し
て
い
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
一
方
、西
岸
の
方
は
、白
砂
青
松
の
景
観
を

保
ち
続
け
て
き
ま
し
た
。と
く
に
港
湾
機
能

の
あ
っ
た
住
吉
浦
は
発
展
し
、住
吉
大
社
が

創
建
さ
れ
る
と
周
辺
の
松
林
は『
万
葉
集
』

に「
あ
ら
れ霰

打
つ 

あ
ら
れ

ま
つ
ば
ら

松
原 

す
み
の
え

住
吉
の 

お
と
ひ

弟
日

 

を
と
め

娘
と
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
」（

な
が
の
み
こ

長
皇
子
）な
ど

と
詠
わ
れ
る
名
所
に
な
り
ま
し
た
。こ
の
よ

う
に
、元
々
住
吉
公
園
周
辺
の
ク
ロ
マ
ツ
林

は
、広
範
囲
な
も
の
で
し
た
か
ら
、現
在
も
公

園
や
大
社
を
中
心
に
広
い
範
囲
で
残
存
し
て

い
る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
前
期
の
絵
師
で
、住
吉
派
中
興

の
祖
と
い
わ
れ
る 

す
み
よ
し
じ
ょ
け
い

住
吉
如
慶
の
作
品
に
、

『
住
吉
潮
干
図
』絵
巻
が
あ
り
ま
す
。住
吉
浦

で
の
潮
干
狩
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
す

が
、道
頓
堀
川
か
ら
堺
の
港
ま
で
、こ
の
辺
り

の
風
景
を
活
写
し
て
い
て
、と
く
に
大
和
川

付
替
え
以
前
の
光
景
を
再
現
す
る
資
料
と

し
て
貴
重
な
も
の
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
絵
巻
を
見
ま
す
と
、樹
木
は
マ
ツ
を

含
め
五
種
ほ
ど
の
樹
種
が
描
き
分
け
ら
れ
、

そ
の
中
で
も
マ
ツ
は
明
ら
か
に
区
分
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
具
体
的
に
言
い
ま
す
と
、四
天
王
寺
境
内

に
は
す
で
に
マ
ツ
が
な
く
、岸
の
下
側
の
飛

田
や
今
宮
新
家
で
は
じ
め
て
確
認
で
き
ま

す
。次
い
で
、岸
ノ
姫
松
で
は
松
林
が
形
成
さ

れ（
図
１
）、住
吉
大
社
前
の
海
岸
部
に
は
立

派
な
松
林
が
描
か
れ
て
い
ま
す（
図
２
）。

　
さ
ら
に
南
下
し
て
、堺
の
北
の
端
手
前
の

松
林
は
七
道
村
で
、こ
こ
に
は
図
３
の
浜
が
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興
復
の
後
戦

　園
遊
童
児

園
公
吉
住
の
中
時
戦

第
　

１４

道
国
は
で
号

16

修
改
い
伴
に
通
開
の
号

べ
述
で
ま
園
遊
童
児
の
頃
年
三
十
和
昭、
た
れ
さ

の
ど
は
園
公
吉
住
の
中
時
戦、
後
の
そ。
た
し
ま

巻
７
第
史
市
阪
大
修
新
　

）
１
注
（

う
よ
の
次
は
に

。
す
ま
り
あ
が
述
記
な

　「

高
団
師）
号
称
通
の
団
師
三
第
射
高
（炸

に
園
公
吉
住
は
部
本
隊
聯
一
十
二
百
第
砲
射

、
か
ほ
の
こ。
た
れ
さ
備
配
が
砲
射
高、
れ
か
置

園
公
の
ど
な
巽
・
屋
島
・
居
長
・
島
歌
・
山
田
真

け
設
が
地
陣
砲
射
高
に
地
定
予
園
公
は
た
ま

。
た
れ
ら

、
は
に
期
化
激
襲
空
の
期
末
争
戦
洋
平
太
　

め
た
の
避
待
や
池
水
貯
の
め
た
の
火
防
に
園
公

農
の
め
た
の
保
確
料
食
は
い
る
あ、
濠
空
防
の

木
樹
の
め
た
の
化
緑、
て
し
そ。
た
れ
ら
造
が
園

伐
に
用
料
燃、
れ
枯
め
た
の
分
十
不
れ
入
手
は

」

誌
区
吉
住、
た
ま
　

）
２
注
（

公
吉
住
（「、
ば
れ
よ
に

と
入
進
の
へ
場
広
は
収
回
類
鉄
の
中
時
戦）
は
園

え
い
と
場
広
た
れ
さ
置
配
が
砲
射
高
た
ま、
れ
さ

ま。
す
ま
れ
ら
え
考
と
場
動
運
る
あ
に
西
東、
ば

童
児、
ば
れ
え
考
と
た
し
用
利
を
路
道
絡
連、
た

か
た
れ
さ
用
使
に
所
場
の
収
回
類
鉄
も
場
戯
遊

の
後
直
戦
終
も
て
し
に
れ
ず
い。
ん
せ
ま
れ
し
も

類
鉄、
ら
が
な
然
当
た
ま。
す
ま
れ
ら
え
考
と
た

考
と
の
も
た
れ
さ
去
撤
て
べ
す
は
類
具
遊
で
収
回

に
全
安
で
中
街
が
ち
た
も
ど
子、
後
戦、
れ
ら
え

。
う

興
復
の
場
戯
遊

年
四
十
二
和
昭、
は
旧
復
の
園
遊
童
児、
後
戦
　

よ
に
等
業
事
策
対
業
失
の
ら
か
月
四）
九
四
九
一
（

い
て
れ
ら
べ
述
は
で
誌
区
吉
住、
と
た
れ
わ
行
り

。
す
ま

一
月
九）
八
四
九
一
（年
三
十
二
和
昭、
し
か
し
　

外
号
二
第
報
公
府
阪
大
け
付
日

）
１
図
（

、
は
で

「

用
使
設
施
殊
特
園
公、
地
緑、
地
園
公
府
阪
大

例
條
正
改
中
例
條

有
が
具
遊
の
園
公
吉
住
に」

「に
則
附、
り
お
て
れ
さ
加
追
て
し
と
設
施
料

の
こ

を
れ
こ、
ら
か
日
一
月
八
年
三
十
二
和
昭、
は
例
條

。
る
す
用
適

同、
ら
か
と
こ
る
い
て
れ
さ
載
記
と」

れ
さ
備
整
が
設
施
戯
遊
く
し
新
は
に
日
一
月
八
年

子
は
容
内
の
具
遊。
す
ま
り
か
わ
が
と
こ
た
い
て

し
と
位
単
用

て

〇
二

百
に
か
ほ
の
間
時
１
や
分

も
ど
子、
り
お
て
れ
さ
記
と
周
２
米
百、
周
１
米

と
所
場
る
す
用
利
を
具
遊、
て
せ
合
と
具
遊
の
用

〇
〇
一
て
し

ｍ

。
す
ま
り
か
わ
が
と
こ
た

写
空
航
る
い
て
し
開
公
が
院
理
地
土
国、
た
ま
　

十
二
月
八
年
三
十
二
和
昭、
と
す
ま
し
認
確
で
真

月
二
年
同、
も
ど
れ
け。
す
ま
え
見
が
の
る
あ
が
ク

。
す
ま
り
か
わ
が
と
こ
て
れ
さ
備
整
に
間

、
２
図
（

）
３

昭
は
に
誌
区
吉
住、
が
の
る
な
と
題
問
で
こ
こ
　

こ
い
な
が
載
記
の
て
い
つ
に
備
整
の
年
三
十
二
和

誰、
と
容
内
の
備
整
の
年
三
十
二
で
こ
そ。
す
で
と

。
す
ま
し

二
和
昭
は
４
図、
が
す
で
容
内
の
備
整、
ず
ま
　

側
西
の
池。
す
で
図
面
平
園
公
吉
住
の
頃
年
七
十に

〇
〇
一

ｍ

3面 2面

第15号　2022年（令和4年）6月1日発行第15号　2022年（令和4年）6月1日発行

一
月
八
年
三
十
二
和
昭、
ら
か
報
公
府
阪
大
や
真

大
は
設
施
料
有。
す
ま
り
か
わ
が
と
こ
る
あ
で
ク

の
設
施
料
無、
が
た
し
ま
き
で
認
確
で
報
公
府
阪

こ
ど
に
期
時
の
こ、
め
た
い
な
き
で
認
確
は
備
整

平
の
４
図。
ん
せ
ま
り
判
は
か
た
れ
さ
備
整
で
ま

。
す
ま
り
か
わ
が
と
こ
る
い
て
れ
さ
載
記
が
具
遊

十
二
も
設
施
の
こ、
と
す
ま
え
考
ら
か
称
名
の
こ

。
す
ま
れ
ら
え
考
と
た
れ
さ
備
整
に
年
三

ま
き
い
て
し
討
検
て
い
つ
に
体
主
備
整
に
次

　

則
附、
が
す
で
け
付
日
一
月
九
は
報
公
府
阪
大。
す

図１ 大阪府広報第二号外（昭和23年9月1日）

写真①
阪堺電車上町線、姫松駅のレトロな駅舎
このチンチン電車にはレトロな駅が多く見られ
ます。

写真②
大阪府立住吉高等学校周辺のクロマツの大
木。北畠にある住吉高校から姫松、帝塚山三・
四丁目、神ノ木にかけて、以前はもっとマツの
木が多かったと記憶しています。

写真③
大阪府立住吉高等学校前の説明板
「岸の姫松・五本松」の由来について
（前略）
　岸の姫松については、『摂津名所図会』（寛政八年刊）に
「いにしへより岸姫松（きしのひめまつ）と稱することは一樹
に非ず、都（すべ）て住江（すみのえ）の岸の濱松いふなるべ
し。姫は讃美の詞（ことば）なり、或（あるひ）は大神秘蔵（だ
いじんひめ）置き給ふ義ともいふ。今住吉街道の東の岸、岡
山なる所にあるを、むかしの岸の姫松の残（のこり）なりとい
ふは、後人附會（こうじんふくわい）の説なり。惣（そう）じて
社頭の松をいふ。」と記され、
　また、『摂津名所図会大成』（安政二年刊）にも「街道の東
の岸の岡に一むらつづきし松をいへり是いにしへの岸の松
ばらののこりなりといふ尤（もっとも）岸のひめ松と稱するこ
とは一樹（ひとき）にあらずすべて住吉の岸の濱松をいふな
るべし」と述べられています。
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安立町 住吉浦
恵比須島 大寺

（開口神社）

宿院

住吉新家 今宮新家勝間新家
（天下茶屋） 勝間村 飛田

戎橋

四天王寺

今宮村
日本橋万代池

出見浜
帝塚山

大浜 住吉大社 岸姫松

松原
（住吉公園）

妙国寺
七度浜
（七道浜）

『住吉潮干図』概観（編成委員会作成）
江戸幕府御用絵師・住吉派の初代、住吉如慶（1599～1670）の代表作の一つ。当時、日本を代表する潮干狩りの名所であった住吉浦を中心に、北は道頓堀川にかか
る日本橋から堺筋、紀州街道に沿って住吉大社から住吉浦に至る。旧暦三月三日の住吉浦は遠浅の砂浜が広がり、浜辺には蛤にじりに興じる群集や屋形船、遊楽の
様子が生き生きと描かれ、沖には帆掛舟や淡路島を遠く望む。さらに安立町から七度浜をへて堺の市街と大浜へと至る。作者の如慶は堺出身で、製作の当時は住吉と
堺には大和川はなく、松原と浜辺が連続していた様子が沿道の名所とともに多彩に描かれている。

手水川
（狭間川）

図4 1921年の1万分の1「住吉」地形図
この地形図に掲載されている針葉樹の記号に　を付したものであ
る。ほぼこの針葉樹はクロマツであろうと想定される。開発が始まっ
たばかりの北畠から帝塚山方面の新開鑿（しんかいさく）の街路、右
側に上町線、左側に南海高野線（当時は大阪高野鉄道）、左上隅に
阪堺線が走り、帝塚山住宅地、散在する邸宅と思しき住宅描写、阿
部野神社の参道などが見られる中で、樹林がまだまだ優勢な景観
が想像できる。上町台地上のクロマツの由来は、天王寺駅にほど近
いところにあった常盤小学校の由来が常盤の松であったとも言わ

）雄俊内水（。るれわ思とたいてしなを観景原の上地台、れ


